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議会だより 第172号

　４月８日（土）、ＪＲ韮崎駅前広場で虎泰隊の出陣式がたくさんの皆さんが見守る中で盛会に開催されまし
た。大将 三井金属アクト株式会社 元作業長 城宝賢二様が戦勝祈願し、出陣を告げるのろしの合図で総勢40
名の武者が、信玄公が待つ甲府舞鶴城本陣へ向け出陣しました。

　また、西野議長、内藤市長は武田の里ウォー
ク（８㎞）に参加後、出陣式に出席し、参加者を
激励しました。
　韮崎駅前の出陣式で、毎年、韮崎工業高校太
鼓部の皆さんに勇壮な太鼓演武を披露していた
だいています。
　観覧した皆さんから盛大な拍手が送られ、太
鼓部顧問の佐藤先生は、「部員たちも緊張して
いましたが、心のこもった演武ができていまし
た」と部員へのねぎらいの言葉がありました。
　韮崎工業高校太鼓部のますますのご活躍を期
待します。韮崎工業高校太鼓部の皆さんと佐藤先生（後列右）

三井金属鉱業株式会社グループ40名の皆さん

甲州軍団「火の２番隊」甘利備前守虎泰隊
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　第１回 定例会（３月）は、２月23日から３月15日までの21日間で開催しました。
　平成28年度の一般会計、特別会計及び企業会計に係る補正予算、並びに平成29年度
の一般会計や特別会計、企業会計の当初予算、条例の制定、一部改正が議会に提出され
ました。
　特に、平成29年度の当初予算は、厳しい財政状況にありますが、「第６次長期総合
計画」や「韮崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に重点をおく中で、費用対効果の
高い事業を優先的に採択し、積極的な予算編成を行ったことが市長の所信表明で示され、
その結果、一般会計当初予算案は過去最大の予算額であり、対前年度比でも2.3％の増
額予算でした。
　会期中、提出議案について各常任委員会の審査や本会議での審議を通じて、議論を交
わしました。
　最終日には、人事案件や上程された議案の採決、恩賜県有財産保護組合議員の選挙、
また議員発議の意見書の提出については、賛成の立場、反対の立場からそれぞれ議員が
討論を行いました。
　審議した条例等及び採決の結果は、６頁の「平成29年第１回定例会議決結果一覧
表」をご覧ください。
　なお、平成29年度の当初予算と主要事業につきましては、広報にらさき４月号の巻
頭に特集記事が掲載されていますのでご覧ください。

平成29年度

当初予算総額２59億7,484万6千円
◦一般会計 … …………………141億4,500万円
◦特別会計（13会計）………… 78億3,570万7千円
◦企業会計（ 2会計）………… 39億9,413万9千円

内
訳

■議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正す
る条例〔議案第27号〕

　公職選挙法施行令の一部改正により、消費税の増税を踏まえた選挙運動に要する経費に係る限度額の見直
しが行われたことから、本市もこれに準じて公費負担の限度額を引き上げるものです。

◦施行期日：公布の日　※平成29年３月21日付けで公布されました。

【主な条例の一部改正】

区分 現行 改正後

選挙運動用自動車の使用
自動車借入れ 15,300 円 15,800 円

燃料費 7,350 円 7,560 円

選挙運動用ビラの作成 １枚当たり 7円 30銭 7円 51銭

選挙運動用ポスターの作成
１枚当たり 510 円 48 銭 525 円 6銭

企画費 301,875 円 310,500 円
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［選挙運動の公費負担］ 
　選挙に立候補しようとする人の負担を減らし、立候補の機会均等や候補者間の選挙運動の費用均等を図る
手段として、国または地方公共団体が候補者の選挙運動の費用の一部を負担します。
　本市の市議会議員選挙や市長選挙はこの条例によるもので、選挙運動用自動車やポスター作成費など、公
職選挙法で認められている一定の選挙運動費用が、所定の限度額まで候補者に代わって公費で支払われます。
費用は、候補者に支払われるのではなく、あらかじめ候補者と契約した業者が選挙管理委員会に請求します。
　なお、公費負担は供託物没収点以上の得票が得られたときに受けられるので、得られなかった場合は、選
挙運動費用全額が候補者の自己負担となります。
（参考） 本市選挙での供託物の例

■放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例〔議案第30号〕
　右の２つの放課後児童クラブの設置数
を見直すもので、両児童クラブ数は現行、
それぞれ１クラブでしたが、改正により
２クラブにするものです。
◦施行期日：平成29年４月１日

■若者定住就職奨励金支給条例の一部を改正する条例〔議案第31号〕
　若者の移住・定住を促進するため、就職または起業を目的に本市に転入される45歳未満の方に対し、定
住就職奨励金を支給するもので、平成29年３月31日までの有効期限を３年間延長し、平成32年３月31日ま
でとするものです。
◦施行期日：平成29年３月31日
［お知らせ］
　対象要件を満たす方には、10万円の定住就職奨励金が支給されます。
　なお、受給には必要書類をご用意いただいた上で申請が必要です。また、申請にも期限がありますので、
詳細は次にお問い合わせください。
　◇申請・問い合わせ…商工観光課 商工労政担当：TEL 22－1111（内線216）

■民俗資料館設置及び管理条例の一部を改正する条例〔議案第32号〕
　休館日に関する取扱い、入館料等の明確化を図るためのものです。
　◦施行期日：平成29年４月１日
［韮崎市民俗資料館について］
　本資料館は昭和55年に開館し、市内の民俗資料や大英博物館で展示された仮面土偶、美土偶グランプリ
で全国２位となった土偶などが収蔵展示されています。また隣接して直径約４ｍの水車や明治初期の蔵座敷
も移設展示されていますので見学にお越しください。
　１．場　　所：韮崎市藤井町南下條786番地３
　２．開館時間：午前９時から午後４時30分まで（午後４時頃までに入館してください）
　３．休 館 日：月曜日、木曜日の午前中、休日の翌日、12月29日から翌年１月３日

※木曜日の午前中は資料調査のため休館します。また、祝日や祝日の振替休日等により、休館日が変更
になる場合があるので、開館日を事前に確認するには次にお問い合わせください。

◇韮崎市民俗資料館：TEL22－1696　◇市役所教育課 文化財担当：TEL22－1111（内線269・270）
　なお、インターネットで「にらみんのお散歩日記」と検索していただくと、本資料館の休館予定を確
認できます。

　４．入館料：無料

選挙の種別 供託額 供託物没収点

市の議会の議員 30万円 有効投票総数／議員定数（18人）× 10分の１未満

市の長 100 万円 有効投票総数× 10分の１未満

現行 改正後

韮崎児童クラブ 韮崎児童クラブ（第１）
韮崎児童クラブ（第２）

北東児童クラブ 北東児童クラブ（第１）
北東児童クラブ（第２）
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■地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書の提出について〔議第１号〕
［意見書の概要］
　近年は都市部を中心に議員の専業化が進んでいる状況にあるが、地方議会議員のなり手不足が深刻な問題
となっています。
　国民の幅広い層からの政治参加や地方議会における人材確保の観点から、地方議会議員の厚生年金加入の
ための法整備を早期に実現するよう強く要望します。

　なお、意見書は議会の意思として、衆議院議長及び参議院議長、並びに内閣総理大臣ほか関係大臣に提出
しました。

　次の各恩賜県有財産保護組合議員の任期が平成29年３月31日をもって満了となるため選挙を行い、指名
推選により当選しました。

■大阪外三山恩賜県有財産保護組合議員の選挙について〔選挙第１号〕
（選挙をすべき地域及び定数：穂坂町　５人）
当選者は次のとおりです。
　　宮川　文憲 氏（穂坂町：柳平）　　　平賀　武秀 氏（穂坂町：三ツ澤）　　名取　　明 氏（穂坂町：宮久保）

　　保坂　春良 氏（穂坂町：上今井）　　保坂　文武 氏（穂坂町：長久保）

■大明神山恩賜県有財産保護組合議員の選挙について〔選挙第２号〕
（選挙をすべき地域及び定数：穂坂町　５人）
当選者は次のとおりです。
　　横森　髙幸 氏（穂坂町：飯米場）　　岡田　邦男 氏（穂坂町：三ツ澤）　　宮川　一伯 氏（穂坂町：柳平）

　　保坂　健一 氏（穂坂町：原）　　　　保坂　良夫 氏（穂坂町：長久保）

■奥野山恩賜県有財産保護組合議員の選挙について〔選挙第３号〕
（選挙をすべき地域及び定数：穂坂町　２人）
当選者は次のとおりです。
　　名取　紘一 氏（穂坂町：宮久保）　　横内　政彦 氏（穂坂町：三ツ澤）

【意見書】

【選挙】

■副市長の選任について〔議案第36号〕
　副市長　水川秋人氏が平成29年３月31日をもって辞任することに伴い、その後任者の選任について市
長から議会の同意を求める提案がされ、その選任に同意しました。
　　五味　秀雄 氏（富士見ケ丘）

【人事】

■ペーパーレス（タブレット化）の取り組み
□富士川町議会（山梨県）を行政視察
　全国的に導入や検討が進められている議場でのタブレット導入について、
本市議会も調査・研究を進めています。
　平成29年５月18日、県内で既に導入している富士川町議会を視察し、
富士川町議員から導入経緯や運用状況の説明を受け、意見交換しました。
費用対効果など、効率的な議会運営に向け今後も研究していきます。 富士川町議会行政視察
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総
務
教
育
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

各議案番号の件名については、６頁「平成29年 第１回定例会議決結果一覧表」をご覧ください。

内藤市長に提言を提出する西野議長と田原副議長、宮川産業
建設常任委員長

甘利小学校現地視察

市立病院現地視察

　平成29年4月に会派の構成
に変更があり、現在は次のとお
りです。

□韮真クラブ　☆宮川　文憲　　田原　一孝　　髙添　秀明　　浅川　裕康
　　　　　　　　内藤　正之
□協伸クラブ　☆輿石　賢一　　山本　雄次　　木内　吉英
□韮政クラブ　☆守屋　　久　　小沢　栄一　　西野　賢一　　金井　洋介
□公明党　　　☆小林　伸吉　　森本由美子
□日本共産党　☆小林恵理子　　渡辺　吉基
□親和クラブ　☆清水　康雄
◇無会派　　　　一木　長博

（☆印は、会派会長）
（注）議会内で政策を中心とした理念を
　　共有し、活動を共に行う議員の集
　　まりを会派と称しています。

会派の変更のお知らせ

市
民
生
活
常
任
委
員
会
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議案番号 件　　名 結果
議案第１号 平成28年度一般会計補正予算（第４号） 可決
議案第２号 平成28年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決
議案第３号 平成28年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決
議案第４号 平成28年度簡易水道特別会計補正予算（第１号） 可決
議案第５号 平成28年度下水道事業特別会計補正予算（第２号） 可決
議案第６号 平成28年度介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決
議案第７号 平成28年度介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 可決
議案第８号 平成28年度国民健康保険韮崎市立病院事業会計補正予算（第２号） 可決
議案第11号 平成29年度後期高齢者医療特別会計予算 可決
議案第12号 平成29年度簡易水道特別会計予算 可決
議案第15号 平成29年度介護サービス事業特別会計予算 可決
議案第16号 平成29年度国民健康保険韮崎市立病院事業会計予算 可決
議案第17号 平成29年度水道事業会計予算 可決
議案第18号 平成29年度第一鈴嵐恩賜林保護財産区特別会計予算 可決
議案第19号 平成29年度第二鈴嵐恩賜林保護財産区特別会計予算 可決
議案第20号 平成29年度第二御座石前山恩賜林保護財産区特別会計予算 可決
議案第21号 平成29年度旭山恩賜林保護財産区特別会計予算 可決
議案第22号 平成29年度八森恩賜林保護財産区特別会計予算 可決
議案第23号 平成29年度戸沢日影半腹裾恩賜林保護財産区特別会計予算 可決
議案第24号 平成29年度青木御座石財産区特別会計予算 可決
議案第25号 農業委員会の委員等の定数に関する条例 可決

議案第26号 職員の育児休業等に関する条例及び職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一
部を改正する条例 可決

議案第28号 個人情報保護条例の一部を改正する条例 可決
議案第29号 税条例等の一部を改正する条例 可決
議案第30号 放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例 可決
議案第31号 若者定住就職奨励金支給条例の一部を改正する条例 可決
議案第32号 民俗資料館設置及び管理条例の一部を改正する条例 可決
議案第33号 峡北広域行政事務組合規約の一部を変更する規約 可決
議案第34号 市道の路線廃止について 可決
議案第35号 市道の路線認定について 可決
議案第36号 副市長の選任について 同意
選挙第１号 大阪外三山恩賜県有財産保護組合議員の選挙について 当選
選挙第２号 大明神山恩賜県有財産保護組合議員の選挙について 当選
選挙第３号 奥野山恩賜県有財産保護組合議員の選挙について 当選

議案番号 件　　名

金
井　

洋
介

木
内　

吉
英

小
沢　

栄
一

内
藤　

正
之

渡
辺　

吉
基

浅
川　

裕
康

守
屋　
　

久

宮
川　

文
憲

髙
添　

秀
明

清
水　

康
雄

山
本　

雄
次

田
原　

一
孝

小
林　

伸
吉

輿
石　

賢
一

森
本
由
美
子

一
木　

長
博

小
林
恵
理
子

結果

議案第９号 平成29年度一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可決

議案第10号 平成29年度国民健康保険
特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可決

議案第13号 平成29年度下水道事業特
別会計予算 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可決

議案第14号 平成29年度介護保険特別
会計予算 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可決

議案第27号
議会の議員及び長の選挙
における選挙運動の公費
負担に関する条例の一部
を改正する条例

○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可決

議第１号
地方議会議員の厚生年金
への加入を求める意見書
の提出について

○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可決

平成29年 第1回定例会議決結果一覧表
■賛否のあった議案

■全会一致の議案

に
ら
さ
き
の
ま
ち
づ
く
り

こ
こ
が
聞
き
た
い

　

代
表
質
問
及
び
一
般
質
問
の
内
容
は
、
項
目
は
抜
粋
、

質
問
と
答
弁
は
要
約
し
た
も
の
で
す
。

　

詳
細
な
内
容
は
、

“
韮
崎
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
市
議
会
→
会
議
録
検
索
”
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
録
画
中
継
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

代 質表 問

一 質般 問

10
人
の
議
員
が
市
政
を
問
う
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地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
構
築
へ
向
け
た
今
後
の

取
り
組
み
は
。

市
長　

明
年
度
は
、
高

齢
者
支
援
の
ニ
ー
ズ
と
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
の
活
動
を
調
整

す
る
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
配
置
し
、
こ
れ
ら

の
体
制
に
よ
り
地
域
支
援
事

業
を
充
実
さ
せ
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

明
年
度
の
武
田
の
里

文
化
振
興
協
会
の
運
営
理
念

と
事
業
計
画
に
つ
い
て
。

教
育
長　

文
化
振
興
協

会
は
、
ふ
る
さ
と
の
伝
統
芸

能
活
動
の
発
展
継
承
に
努
め
、

ま
た
芸
術
家
や
団
体
の
育
成

に
も
積
極
的
に
支
援
を
行
い
、

芸
術
文
化
の
振
興
及
び
地
域

文
化
の
創
造
を
図
る
と
い
う

運
営
理
念
の
も
と
、
武
田
の

里
音
楽
祭
や
吹
奏
楽
フ
ェ
ス

タ
、
武
田
の
里
ラ
イ
フ
カ
レ

ッ
ジ
な
ど
の
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
振
興
協
会
と
本

市
の
連
携
体
制
に
つ
い
て
は
。

教
育
長　

定
期
的
に
協

議
の
場
を
設
け
、
生
涯
学
習

事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
老

人
の
ふ
れ
あ
い
交
流
交
歓
会

の
中
で
、
韮
崎
警
察
署
に
よ

る
交
通
講
話
を
実
施
し
ま
し

た
。　

子
ど
も
の
体
力
向
上

に
向
け
て
の
取
り
組
み
状
況

は
。

教
育
長　

体
力
テ
ス
ト

の
結
果
か
ら
、
学
校
で
実
情

に
応
じ
た
数
値
目
標
と
具
体

的
な
取
り
組
み
内
容
を
計
画

し
、
県
の
指
導
重
点
に
定
め

ら
れ
て
い
る
「
健
康
体
力
つ

く
り
一
校
一
実
践
運
動
」
に

取
り
組
み
、
児
童
・
生
徒
の

健
康
と
体
力
の
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
に
よ
る
児
童
セ
ン
タ
ー
の

子
ど
も
達
を
対
象
と
し
た

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
、

各
地
区
で
の
体
力
測
定
会
等

で
、
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
に

接
す
る
機
会
の
増
大
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

路
を
通
行
す
る
た
め

に
注
意
す
べ
き
事
柄

や
、
交
通
ル
ー
ル
等

に
つ
い
て
呼
び
か
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
新
た
に

安
全
確
保
に
効
果
の

高
い
反
射
材
の
普
及

啓
発
を
目
的
と
し
て
、

　

子
ど
も
達
の
た
め
に
、

更
な
る
安
全
対
策
の
検
討
が

必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

各
学
校
の
安

全
点
検
を
も
と
に
、
通
学
路

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

る
合
同
安
全
点
検
を
実
施
し
、

関
係
機
関
へ
の
対
策
及
び
改

善
依
頼
と
、
児
童
・
生
徒
へ

の
交
通
安
全
指
導
、
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
に
お

い
て
も
、
よ
り
危
険
な
箇
所

か
ら
順
次
改
善
し
、
近
々
の

対
策
が
困
難
な
危
険
箇
所
に

つ
い
て
は
、
保
護
者
や
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら

交
通
安
全
指
導
を
強
化
し
、

事
故
発
生
の
抑
制
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
に
特
化
し
た

交
通
安
全
啓
発
活
動
の
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て
。

市
長　

こ
れ
ま
で
高
齢

者
が
多
く
集
う
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
機
会
を
活
用
し
、
日
常

の
歩
行
に
お
い
て
安
全
に
道

交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て

ス
ポ
ー
ツ
環
境
に
つ

い
て

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
つ
い
て

地
域
芸
術
・
文
化
に

つ
い
て

小沢　栄一 議員
［韮政クラブ］

　

子
育
て
支
援
の
充
実

は
。

市
長　

妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
行
う
た
め
、
平
成

30
年
４
月
の
韮
崎
す
く
す
く

子
育
て
相
談
セ
ン
タ
ー
開
設

に
向
け
、
関
係
機
関
と
の
さ

ら
な
る
連
携
強
化
を
図
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

入
進
学
時
の
祝
い
金
に
つ
い

て
は
、
お
め
で
と
う
赤
ち
ゃ

ん
出
生
祝
い
金
の
見
直
し
と

あ
わ
せ
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
育
て
環
境
の
整
備

は
。

市
長　

再
編
整
備
計
画

を
踏
ま
え
、
ソ
フ
ト
面
の
施

策
の
充
実
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
調
査
・
研
究
し
て
い
き

ま
す
。

　

幼
児
教
育
の
充
実
は
。

市
長　

多
子
世
帯
へ
の

優
遇
措
置
の
拡
充
を
含
め
、

少
子
化
対
策
の
有
効
な
手
段

髙添　秀明 議員
［韮真クラブ］を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
は
。

教
育
長　

市
の
教
育
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
が
夢
を

持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

教
育
を
基
本
方
針
と
し
、
教

育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、

小
学
校
の
英
語
科
を
引
き
続

き
先
行
実
施
す
る
と
と
も
に
、

郷
土
愛
を
育
む
教
育
の
充
実

や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し

た
効
果
的
な
学
習
な
ど
に
取

り
組
み
、
主
体
的
、
対
話
的

で
深
い
学
び
の
実
現
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
教
職

員
に
つ
い
て
は
、
国
の
研
修

な
ど
に
積
極
的
に
派
遣
し
、

中
堅
教
職
員
の
育
成
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成

と
社
会
参
加
は
。

教
育
長　

薬
物
、
有
害

図
書
な
ど
、
指
導
者
を
対
象

と
し
た
研
修
会
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
学
校
と
連
携
し
、

青
少
年
の
非
行
・
犯
罪
の
被

害
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
と

青
少
年
が
協
働
し
て
行
う
社

会
参
加
活
動
に
つ
い
て
は
、

積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
諸

団
体
に
呼
び
か
け
て
い
き
ま

す
。　

健
康
づ
く
り
の
推
進

は
。

市
長　

本
市
で
は
、
第

２
次
韮
崎
市
健
康
増
進
計
画

を
も
と
に
、
健
康
増
進
や
生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
各

事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
今

後
も
健
康
教
育
や
健
康
相
談

の
充
実
に
よ
り
、
各
種
健
診

等
の
受
診
率
向
上
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

その他質問

◆誰もが安心して暮らせるまちづくり
について
・健康づくりの推進について他８項目
◆心地よい定住環境のあるまちづくり
について
・自然環境の保全について他７項目
◆魅力あふれるまちづくりについて
・農林業の振興について他６項目
◆人が集う交流のあるまちづくりにつ
いて
・住民主体のまちづくりについて他３
項目
◆健全な行政活動によるまちづくりに
ついて
・行財政改革の推進について他１項目

将
来
を
担
う
子
ど
も

を
の
び
の
び
育
む
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

代  表  質  問

代  表  質  問

••••••••••••••••••

••••••••••••••••••

••••••••••••••••••

••••••••••••••••••



8

タ
ー
は
、
平
成

28
年
に
笛
吹
市

内
に
開
設
さ
れ
、

県
と
市
町
村
が

一
体
と
な
り
、

産
後
４
カ
月
ま

で
の
精
神
的
な

不
安
や
疲
労
が
あ
る
母
親
に

宿
泊
型
ケ
ア
を
提
供
す
る
施

設
で
す
。
本
市
で
も
、
母
子

手
帳
の
交
付
の
際
に
利
用
料

の
ク
ー
ポ
ン
券
な
ど
で
助
成

し
、
更
に
セ
ン
タ
ー
の
利
用

を
促
進
す
る
母
親
た
ち
に
寄

り
添
っ
た
施
策
が
必
要
と
考

え
る
が
。

市
長　

本
市
で
は
、
宿

泊
型
産
後
ケ
ア
事
業
の
開
始

当
初
か
ら
、
県
と
合
わ
せ
て

82
％
の
公
費
助
成
を
行
っ
て

お
り
、
ま
た
日
帰
り
ケ
ア
、

母
乳
ケ
ア
等
は
、
従
来
よ
り

実
施
し
て
い
る
の
で
新
た
な

助
成
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
来

年
度
か
ら
産
後
う
つ
の
予
防

や
早
期
発
見
の
た
め
産
後
ケ

ア
を
行
う
市
区
町
村
に
対
し
、

産
後
２
週
間
や
１
カ
月
に
行

う
検
診
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

本
市
で
も
産
婦
検
診
費
用
を

助
成
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

市
長　

産
婦
健
診
の
助

成
に
つ
い
て
は
、
過
日
、
国

か
ら
事
業
概
要
が
示
さ
れ
た

と
こ
ろ
な
の
で
、
今
後
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

が
ん
教
育
を
実
施
し

た
各
市
町
村
の
調
査
結
果
で
、

が
ん
検
診
率
が
上
が
っ
て
い

る
と
の
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

市
民
の
が
ん
へ
の
理
解
と
検

診
率
向
上
、
啓
発
を
進
め
る

中
で
、
児
童
・
生
徒
へ
の
が

ん
教
育
の
重
要
性
も
感
じ
ま

す
が
、
が
ん
教
育
に
対
す
る

本
市
の
考
え
は
。

教
育
長　

現
在
、
小
学

校
６
年
生
、
中
学
校
３
年
生

の
保
健
体
育
の
授
業
で
、
健

康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防
に

つ
い
て
、
ま
た
、
が
ん
を
代

表
と
す
る
生
活
習
慣
病
に
つ

い
て
の
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
の
が
ん
教
育
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
等
が
示
さ
れ
た

の
で
、
今
後
も
学
校
教
育
活

動
全
体
を
通
し
て
、
が
ん
教

育
に
更
に
取
り
組
み
ま
す
。

その他質問

その他質問

◆保育園について
・民営化の進捗状況に
ついて
◆生活困窮世帯の子ど
もの支援について
・学習支援について
・子ども貧困対策実施
計画について
◆健康ポイント事業の
状況について

◆子育て支援政策につ
いて
・子どもの貧困対策に
ついて
・保育の充実について
◆中小企業・小規模事
業者への支援対策に
ついて
◆穂坂町柳平地区の大
規模太陽光発電施設
建設計画について
◆思想・内心の自由を
侵す「共謀罪」法案
について

　

妊
娠
か
ら
出
産
、
産

後
ま
で
切
れ
目
な
く
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
総
合
的
な
相
談
支

援
を
行
う
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
導
入
が
全

国
で
も
進
ん
で
い
る
が
、
市

長
の
所
信
表
明
に
あ
る
「
韮

崎
す
く
す
く
子
育
て
相
談
セ

ン
タ
ー
」
に
係
る
内
容
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

市
長　

保
健
課
で
実
施

し
て
い
る
妊
婦
健
康
診
査
、

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
な

ど
の
利
用
者
支
援
事
業
（
母

子
保
健
型
）
に
加
え
、
当
事

者
目
線
で
の
相
談
支
援
や
情

報
提
供
に
よ
り
、
子
育
て
支

援
事
業
や
施
設
等
へ
の
円
滑

な
利
用
に
つ
な
げ
る
利
用
者

支
援
事
業
（
基
本
型
）
を
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
相

談
室
の
開
設
及
び
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
、
明
年
度

10
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
業
務
の
増
加

が
予
測
さ
れ
る
の
で
、
利
用

者
支
援
専
門
員
２
名
を
増
員

し
、
体
制
の
強
化
を
図
り
ま

す
。　

産
前
産
後
ケ
ア
セ
ン

　

社
会
保
障
の
改
悪
や

消
費
税
の
増
税
で
暮
ら
し
が

悪
化
し
て
い
ま
す
。
勤
労
者

の
実
質
賃
金
も
下
が
り
続
け

て
い
ま
す
。
政
府
の
新
年
度

予
算
案
で
も
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
、
高
齢
者
医
療

費
、
介
護
利
用
料
の
負
担
増
、

年
金
や
児
童
扶
養
手
当
な
ど

の
減
額
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
更
に
市
の
来
年
度
当
初

予
算
で
は
、
公
共
施
設
な
ど

の
使
用
料
の
値
上
げ
、
下
水

道
使
用
料
は
25
％
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。
一
方
で
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、

３
億
７
、７
６
５
万
円
の
基

金
見
込
額
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
賃
金
も
上
が
ら
ず
、
市

民
の
負
担
が
増
え
る
の
で
は
、

消
費
に
ま
わ
ら
ず
景
気
の
回

復
は
望
め
ま
せ
ん
。
負
担
を

減
ら
し
、
収
入
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
が
市
の
来
年
度
予

算
に
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

ま
た
、
当
初
予
算
に
は
赤
ワ

イ
ン
の
丘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

事
業
費
の
計
上
が
な
く
、
そ

の
説
明
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

理
由
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

当
初
予
算
は
、

社
会
保
障
費
な
ど
の
義
務
的

経
費
が
増
加
し
、
大
変
厳
し

い
財
政
状
況
で
す
が
、
働
く

世
代
と
そ
の
子
ど
も
達
が
輝

く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

市
民
目
線
で
の
予
算
編
成
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
赤
ワ

イ
ン
の
丘
基
本
構
想
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
本
年
度
は
実

現
可
能
と
な
っ
た
企
業
誘
致

に
向
け
、
周
辺
環
境
の
整
備

事
業
な
ど
行
っ
て
き
ま
し
た
。

「
完
熟
農
園
」
な
ど
の
状
況

も
踏
ま
え
、
現
在
、
施
設
整

備
を
中
心
と
し
た
基
本
構
想

の
実
現
可
能
性
調
査
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
併

せ
て
穂
坂
産
ブ
ド
ウ
に
よ
る

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

「
第
２
次
韮
崎
市
男

女
共
同
参
画
推
進
計
画
」
は

10
年
間
の
計
画
で
、
新
年
度

で
半
ば
を
迎
え
ま
す
。
平
成

28
年
度
の
実
績
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
の
検
証
、
今
後
の
推
進

方
法
の
検
討
が
必
要
で
、
特

に
市
管
理
職
員
の
女
性
の
登

用
を
進
め
る
べ
き
で
す
。
更

に
市
内
の
事
業
所
で
男
女
が

共
に
活
躍
で
き
る
職
場
環
境

が
整
っ
て
い
る
の
か
把
握
す

る
事
も
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

市
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

市
長　

平
成
28
年
度
実

績
見
込
み
は
、
自
治
会
に
占

め
る
女
性
の
割
合
１
％
、
市

男
性
職
員
の
育
児
休
業
率

０
％
、
管
理
職
に
占
め
る

女
性
の
割
合
は
８
・１
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
計
画
に
つ

い
て
は
、
毎
年
度
実
施
状
況

を
も
と
に
検
証
、
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
が
毎
年
実
施
し

て
い
る
「
企
業
子
宝
率
調

査
」
の
市
内
優
良
事
業
所
の

取
組
状
況
を
広
報
等
で
周
知

し
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
度
当
初

予
算
に
つ
い
て

男
女
共
同
参
画
の
推

進
に
つ
い
て

が
ん
教
育
に
つ
い
て

小林恵理子 議員
［日本共産党］

小林　伸吉 議員
［公明党］

妊
娠
か
ら
の
切
れ
目

の
な
い
子
育
て
支
援

に
つ
い
て

代  表  質  問•••••••••••••••••• ••••••••••••••••••

代  表  質  問•••••••••••••••••• ••••••••••••••••••
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その他質問

◆韮崎市国民健康保険
の状況について
◆韮崎市立保育園民営
化の状況について
◆教育の充実策につい
て

の
対
応
と
な
り
ま
す
が
、
従

来
の
外
来
診
療
体
制
は
確
保

で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
長
は
、
所
信
表
明

の
中
で
中
学
生
以
下
の
平
日

の
市
民
バ
ス
利
用
料
金
に
つ

い
て
、
利
用
距
離
に
関
係
な

く
１
回
１
０
０
円
と
し
、
４

月
か
ら
実
施
す
る
と
表
明
を

い
た
し
ま
し
た
。
バ
ス
通
学

の
中
学
生
に
は
朗
報
で
あ
り
、

１
０
０
円
で
あ
れ
ば
気
軽
に

利
用
で
き
、
安
心
安
全
の
面

か
ら
も
大
変
良
い
改
正
だ
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
行
の
中
学
生
の

通
学
定
期
助
成
制
度
の
見
直

し
も
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
韮
崎
小
学
校
に
通
う
一

ツ
谷
の
児
童
は
、
登
下
校
に

路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
お
り
、

定
期
で
も
１
カ
月
間
に
相
当

な
額
を
負
担
し
て
い
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
小
学
生
に
も
新

た
な
通
学
定
期
助
成
を
望
み

ま
す
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

市
民
バ
ス
の

料
金
改
定
に
合
わ
せ
定
期
料

金
が
改
定
さ
れ
る
の
で
、
中

学
校
遠
距
離
通
学
費
補
助
を

見
直
す
と
と
も
に
、
一
ツ
谷

地
区
か
ら
韮
崎
小
学
校
へ
の

バ
ス
通
学
に
対
す
る
補
助
に

つ
い
て
も
新
規
に
導
入
す
る

予
定
で
す
。

個
々
の
実
情
に
配
慮
す
る
中

で
細
心
の
注
意
を
払
い
、
参

加
を
求
め
て
い
く
考
え
で
す
。

　

現
在
の
目
標
及
び
そ

の
目
標
に
対
す
る
実
績
・
成

果
は
。
ま
た
、
業
務
時
間
外

に
お
け
る
他
の
利
用
方
法
へ

の
所
見
は
。

市
長　

現
在
の
目
標
は
、

初
年
度
は
多
く
の
中
・
高
生

に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、

利
用
登
録
者
数
を
７
０
０
名

に
設
定
す
る
と
と
も
に
、
活

動
の
核
と
な
る
中
・
高
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
実
施
目
標
を

３
事
業
と
設
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
実
績
と
成
果

は
、
現
在
、
利
用
登
録
者
数

は
８
１
５
名
、
月
平
均
の
利

用
者
数
は
７
３
７
名
で
あ
り
、

中
・
高
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
は
、
韮
崎
の
魅
力
を

中
・
高
生
目
線
で
探
る
ニ
ラ

サ
キ
大
探
検
事
業
や
文
化
祭

な
ど
10
事
業
が
実
施
さ
れ
て

お
り
、
い
ず
れ
も
目
標
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
業
務
時
間
外
に
お

け
る
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

中
・
高
生
以
外
の
世
代
の

方
々
か
ら
の
利
用
要
望
の
声

も
あ
る
の
で
、
有
効
的
な
活

用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

た
。　

本
市
の
子
ど
も
の
貧

困
の
実
態
把
握
の
現
況
及
び

学
習
支
援
の
状
況
は
。

市
長　

子
ど
も
の
貧
困

の
実
態
把
握
の
現
況
に
つ
い

て
は
、
貧
困
状
況
に
あ
る
子

ど
も
や
家
庭
の
個
別
調
査
は

様
々
な
事
情
が
背
景
に
あ
り
、

非
常
に
難
し
い
こ
と
か
ら
就

学
援
助
受
給
世
帯
等
の
状
況

に
よ
り
、
低
所
得
世
帯
の
推

計
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

先
般
、
県
に
お
い
て
全
県
調

査
の
方
針
が
示
さ
れ
た
の
で

今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
学
習
支
援

に
つ
い
て
は
、
明
年
度
、
生

活
保
護
受
給
世
帯
及
び
生
活

困
窮
世
帯
の
中
学
生
を
対
象

に
学
習
支
援
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
実
施
に
際
し
て
は
、

内藤　正之 議員
［韮真クラブ］

浅川　裕康 議員
［韮真クラブ］

見
込
み
に
つ
い
て
は
現
年
分

が
45
億
９
、２
４
２
万
円
で

収
納
率
98
・
28
％
、
滞
納
繰

越
分
は
国
民
健
康
保
険
税

や
介
護
保
険
料
等
を
含
め

て
１
億
２
、１
９
１
万
円
で
、

収
納
率
21
・
95
％
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

眼
科
常
勤
医
師
が
本

年
度
末
で
退
職
し
ま
す
が
、

市
広
報
で
、
市
民
の
皆
様
に

は
明
年
度
以
降
も
非
常
勤
医

師
に
よ
り
、
引
き
続
き
良
質

な
医
療
の
提
供
に
努
め
て
い

く
こ
と
が
周
知
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
か
ら
常
勤
医
師
の
確
保

を
願
う
声
が
あ
り
ま
す
が
、

明
年
度
か
ら
の
眼
科
医
師
の

確
保
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長　

昨
年
９
月
末
に

現
在
の
常
勤
医
師
か
ら
の
退

職
の
申
し
出
が
あ
り
、
山
梨

大
学
と
後
任
医
師
に
つ
い
て

交
渉
し
て
き
た
結
果
、
常
勤

医
師
の
派
遣
は
困
難
と
の
回

答
で
あ
り
、
明
年
度
か
ら
の

診
療
体
制
は
非
常
勤
医
師
で

る
た
め
の
効
率
を
最
大

限
に
高
め
る
こ
と
。
以

上
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

に
留
意
し
て
予
算
編
成

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、

子
育
て
や
教
育
分
野
の

将
来
性
へ
の
先
行
投
資
、

地
方
創
生
事
業
に
よ
る

交
流
人
口
の
強
化
、
産

業
雇
用
の
創
出
を
主
題

に
予
算
を
編
成
し
ま
し

　

平
成
27
年
度
の
決
算

で
は
市
税
等
の
賦
課
税
及
び

徴
収
状
況
は
、
市
税
現
年
調

定
額
43
億
３
、２
２
８
万
円

に
対
し
、
収
入
額
42
億
６
、

５
５
０
万
円
、
収
入
未
済
額

は
６
、１
６
４
万
円
、
国
民

健
康
保
険
税
他
、
介
護
保
険

料
を
合
わ
せ
る
と
、
収
入
未

済
額
総
額
１
億
３
、０
１
１

万
円
で
す
。
滞
納
繰
越
分
を

見
る
と
、
調
定
額
６
億
７
６

６
万
円
に
対
し
、
収
入
額
１

億
３
、２
１
９
万
円
、
収
入

未
済
額
は
４
億
２
、６
４
７

万
円
で
す
。
本
年
度
の
市
税

等
の
現
年
分
と
滞
納
繰
越
分

の
収
入
見
込
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

都
市
部
で
は
景

気
が
緩
や
か
な
が
ら
も
回
復

基
調
に
あ
る
も
の
の
、
地
方

で
は
そ
れ
を
実
感
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て

は
、
主
要
企
業
の
堅
調
な
伸

び
が
法
人
市
民
税
に
反
映

し
、
本
年
度
の
市
税
の
収
入

　

任
期
折
返
し
の
予
算

編
成
と
な
る
が
、
市
長
の
思

い
が
ど
の
よ
う
な
形
で
予
算

に
反
映
さ
れ
た
の
か
。

市
長　

第
６
次
長
期
総

合
計
画
と
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
基
本

理
念
の
も
と
、
子
育
て
・
教

育
の
環
境
整
備
、
支
援
体
制

の
充
実
と
い
っ
た
次
代
を
担

う
人
づ
く
り
に
対
す
る
施
策

に
重
点
を
置
き
、
予
算
編
成

を
行
い
ま
し
た
。

　

明
年
度
予
算
で
の
事

業
採
択
は
、
ど
の
よ
う
な
点

に
重
点
を
置
き
、
ど
の
よ
う

な
テ
ー
マ
で
編
成
し
た
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

長
期

総
合
計
画
、
総
合
戦
略
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
施
策
へ
の
重

点
的
な
配
分
。
市
民
満
足
度

で
の
重
要
度
で
、
長
期
総
合

戦
略
等
に
掲
げ
て
い
る
事
業

へ
の
予
算
措
置
を
判
断
し
た

点
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
横
断

的
に
各
課
が
連
携
し
て
進
め

「
子
ど
も
の
貧
困
」

対
策
に
つ
い
て

韮
崎
市
立
病
院
の
医

師
確
保
に
つ
い
て

安
心
安
全
な
登
下
校

に
つ
い
て

収
納
対
策
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
予
算
編

成
の
市
長
の
考
え
方

に
つ
い
て

青
少
年
育
成
プ
ラ
ザ

「
ミ
ア
キ
ス
」
に
つ

い
て

一  般  質  問
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認
知
症
状
か
ら
徘
徊

が
心
配
さ
れ
る
方
な
ど
の
見

守
り
体
制
を
強
化
す
る
、
み

ま
も
り
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
見
守
り
ス
テ
ッ
カ
ー
」
の

導
入
に
つ
い
て
で
す
。「
見

守
り
ス
テ
ッ
カ
ー
」
と
は
、

発
見
者
が
通
報
す
る
電
話
番

号
と
緊
急
連
絡
転
送
Ｉ
Ｄ
番

号
が
記
載
さ
れ
た
ス
テ
ッ

カ
ー
を
衣
類
や
持
ち
物
に
貼

り
付
け
て
お
き
、
外
出
時
で

の
緊
急
事
態
へ
の
備
え
と
し

て
、
行
方
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
た
時
な
ど
の
早
期
発
見

や
保
護
、
身
元
確
認
に
つ
な

げ
る
も
の
で
す
。
３
６
５
日

24
時
間
の
対
応
が
可
能
で
、

個
人
情
報
を
保
護
し
た
状
態

で
発
見
者
と
家
族
な
ど
が
直

接
通
話
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

日
本
で
唯
一
の
特
許
技
術
活

用
ス
テ
ッ
カ
ー
で
す
。

　

地
域
で
見
守
り
を
必
要
と

す
る
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー

ル
と
し
て
安
心
し
て
使
用
で

き
、
使
い
や
す
く
、
非
常
に

効
果
的
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
本
市
に
お
い
て
も
導

入
を
強
く
望
み
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

認
知
症
の
方
に

対
す
る
見
守
り
支
援
は
、
こ

れ
ま
で
多
種
多
様
な
手
法
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
し
て
き

ま
し
た
。「
見
守
り
ス
テ
ッ

カ
ー
」
は
、
費
用
対
効
果
や

家
族
の
理
解
・
協
力
な
ど
多

く
の
課
題
が
あ
る
の
で
、
今

後
も
他
市
の
状
況
等
を
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

　

韮
崎
警
察
署
は
、
施

設
の
老
朽
化
や
駐
車
ス
ペ
ー

ス
等
が
手
狭
で
利
便
性
に
欠

け
る
こ
と
か
ら
、
甲
斐
市
へ

の
移
転
計
画
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
１
５
０
年
近
く
本

市
の
安
全
安
心
を
守
り
続
け

て
き
た
韮
崎
警
察
署
の
移
転

の
公
表
後
、
市
民
か
ら
治
安

の
悪
化
や
緊
急
時
へ
の
対
応

に
つ
い
て
心
配
す
る
声
を
数

多
く
聞
い
て
い
ま
す
。

　

駅
前
交
番
の
警
察
官
の
増

員
や
移
転
も
含
め
た
交
番
の

整
備
に
対
す
る
考
え
と
、
移

転
後
の
韮
崎
警
察
署
の
跡

地
の
活
用
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。市

長　

駅
前
交
番
の

機
能
強
化
の
拡
充
等
に
つ

い
て
は
、
市
内
の
治
安
対

策
の
後
退
が
無
い
よ
う
、

移
転
に
は
万
全
を
期
し
て

い
た
だ
く
旨
、
平
成
27
年
１

月
に
県
警
本
部
長
宛
て
に
要

望
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
庁

舎
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

移
転
時
期
を
見
据
え
な
が
ら

有
効
活
用
を
考
え
て
い
き
ま

す
。　

多
様
な
電
話
詐
欺
が

多
発
し
て
お
り
、
本
市
に
お

い
て
も
依
然
高
い
水
準
で
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
被
害
の
手
口

と
な
る
不
審
な
電
話
に
効
果

的
と
さ
れ
る
振
込
詐
欺
等
防

止
装
置
の
設
置
費
用
の
助
成

を
、
平
成
27
年
度
か
ら
高
齢

者
が
い
る
世
帯
に
行
っ
て
い

ま
す
が
、
現
在
ま
で
の
利
用

状
況
と
、
防
災
無
線
と
連
動

し
て
配
信
し
て
い
る
防
災
防

犯
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
利
用

状
況
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

振
込
詐
欺
抑
止

電
話
装
置
の
利
用
状
況
は
２

月
末
ま
で
に
54
件
の
実
績
で

あ
り
、
防
災
防
犯
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
は
、
現
在
８
０
０
人

の
配
信
希
望
者
の
登
録
が
あ

り
ま
す
。

木内　吉英 議員
［協伸クラブ］

安
全
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

その他質問

◆韮崎市の活性化につ
いて
・地域おこし協力隊に
ついて
・賑わい創出について
◆韮崎市民交流セン
ターについて

　

執
行
部
並
び
に
議
会

が
お
互
い
の
考
え
に
理
解
を

示
し
、
意
見
の
合
意
形
成
を

図
り
な
が
ら
、
議
会
の
提
案

が
市
民
生
活
に
反
映
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

執
行
部
が
議
会
を
ど
の
よ
う

な
機
関
と
捉
え
て
い
る
の
か
。

そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
期
待

を
持
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

民
意
を
反
映
し
た
政
策
立
案
、

政
策
提
言
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

地
方
議
会
は
、

地
方
自
治
法
な
ど
に
よ
り
議

決
権
を
は
じ
め
様
々
な
権
限

が
与
え
ら
れ
た
機
関
と
考
え

て
い
ま
す
。
議
会
に
は
執
行

部
と
対
等
な
立
場
で
切
磋
琢

磨
し
、
健
全
な
住
民
福
祉
の

増
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。
ま
た
、
政
策

立
案
等
に
つ
い
て
は
、
議
会

に
与
え
ら
れ
た
権
限
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
幸
せ
を
願
い
、

住
民
福
祉
の
増
進
を
実
現
す

立
場
で
対
話
、
そ
し
て
討
論

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
高

い
次
元
の
知
識
や
発
想
を
発

見
、
生
み
出
す
こ
と
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
は
施

策
へ
と
転
換
し
、
市
民
福
祉

の
増
進
、
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
市
長

は
ど
の
よ
う
な
心
構
え
を

持
っ
て
民
意
を
反
映
し
た
政

策
立
案
、
政
策
提
言
を
取
り

扱
わ
れ
る
の
か
。

市
長　

就
任
以
来
私

は
、
市
民
目
線
で
の
市
政
運

営
と
い
う
こ
と
を
常
に
心
が

け
、
ま
た
民
意
を
反
映
し
た

施
策
を
展
開
し
て
き
た
つ
も

り
で
す
。
今
後
も
市
民
の
皆

様
、
ま
た
議
会
の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
市
民
福
祉
の

向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
の

た
め
に
教
職
員
、
児
童
・
生

徒
、
そ
の
保
護
者
と
家
族
の

目
線
を
重
視
し
、
ま
た
学
校

る
た
め
に
は
、
権
限

の
先
に
向
か
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
政

策
立
案
、
政
策
提
言

の
内
容
を
執
行
部
と

議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の

側
の
創
意
工
夫
を
奪
う
こ
と

の
な
い
よ
う
尽
力
い
た
だ
き

た
い
が
考
え
は
。

教
育
長　

よ
り
よ
い
学

校
教
育
、
学
校
運
営
を
行
う

に
は
、
学
校
が
説
明
責
任
を

果
た
し
、
保
護
者
の
意
見
を

聞
く
中
で
、
家
庭
や
地
域
と

連
携
し
た
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

教
職
員
が
子
ど
も
と
よ
り
多

く
触
れ
合
う
時
間
が
確
保
で

き
る
よ
う
、
創
意
工
夫
し
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
と
よ
り

多
く
触
れ
合
う
時
間
の
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

県
教
育
委
員

会
で
は
、
新
年
度
か
ら
学
校

の
多
忙
化
解
消
に
向
け
た
協

議
を
行
い
ま
す
。
本
市
で
は

既
に
各
学
校
で
容
易
に
よ
い

も
の
を
よ
り
す
ぐ
る
こ
と
の

方
法
を
考
え
、
あ
る
い
は
行

事
等
の
持
ち
方
の
工
夫
な
ど

様
々
な
試
み
を
し
て
い
て
、

新
年
度
か
ら
可
能
な
限
り
実

行
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
生
み
出
し
た
時

間
の
中
で
、
今
ま
で
以
上
に

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん

だ
り
、
相
談
に
乗
っ
た
り
で

き
る
よ
う
に
す
る
、
そ
の
触

れ
合
い
の
時
間
を
設
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

金井　洋介 議員
［韮政クラブ］

執
行
部
と
議
会
の
関

係
に
つ
い
て

学
校
教
育
の
充
実
と

子
育
て
に
つ
い
て
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現
在
の
経
営
状
況
と

改
善
策
に
つ
い
て
。

市
長　

現
在
の
経
営
状

況
に
つ
い
て
、
経
営
指
標
に

つ
い
て
は
、
経
常
収
支
比
率

は
本
年
度
87
・
０
％
、
明
年

度
96
・
９
％
、
職
員
給
与
費

対
医
業
収
益
比
率
は
本
年
度

64・５
％
、
明
年
度
62・６
％
、

病
床
利
用
率
は
本
年
度
70
・

３
％
、
明
年
度
、
73
・
４
％

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

明
年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ

て
は
、
一
般
病
床
の
一
部
を

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
へ
転
換

す
る
こ
と
に
よ
る
入
院
診
療

単
価
の
増
加
を
見
込
み
、
経

費
面
で
も
外
部
委
託
の
見
直

し
な
ど
で
、
収
支
改
善
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

市
立
病
院
新
改
革
プ

ラ
ン
に
掲
げ
る
一
般
病
床
か

ら
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
へ
の

転
換
で
見
込
む
初
年
度
の
増

収
額
と
稼
働
率
、
内
科
常
勤

医
師
確
保
に
つ
い
て
。

市
長　

地
域
包
括
ケ
ア

　

介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
が
４
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
要
支
援
１
、

２
の
訪
問
介
護
、
通
所
介
護

を
受
け
て
い
る
方
で
、
本
人

や
家
族
か
ら
現
行
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
た
い
と
い
う
要
望
が

出
さ
れ
た
場
合
は
、
で
き
る

だ
け
要
望
を
受
け
入
れ
る
よ

う
に
す
べ
き
で
す
。

市
長　

認
定
区
分
の
更

新
に
よ
り
引
き
続
き
要
支
援

と
認
定
さ
れ
た
際
に
は
、
本

人
及
び
そ
の
家
族
か
ら
状
況

や
要
望
を
十
分
に
伺
い
同
意

を
得
た
上
で
、
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
ま
す
。

　

地
域
密
着
型
介
護
老

人
福
祉
施
設
は
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
過
ご
せ
る
施
設
で

す
。
家
族
な
ど
も
足
を
運
び

や
す
く
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
の
全

病
床
へ
の
転
換
後
の

収
益
は
７
カ
月
間
で

約
４
、７
０
０
万
円
、

稼
働
率
は
89
・
７
％

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
内
科
常
勤
医

師
の
確
保
対
策
に
つ

い
て
は
、
山
梨
大
学

室
個
室
で
、
自
宅
で
使
い
な

れ
た
家
具
や
身
の
廻
り
品
の

持
ち
込
み
が
で
き
ま
す
が
、

市
内
に
は
１
カ
所
あ
る
の
み

で
す
。
本
市
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
入
所
申
込
者
（
待

機
者
）
は
、
平
成
28
年
４
月

時
点
で
１
４
４
人
に
達
し
て

い
ま
す
。
地
域
密
着
型
介
護

老
人
福
祉
施
設
を
更
に
設
置

で
き
る
よ
う
、
次
期
介
護
保

険
事
業
計
画
に
建
設
を
明
記

す
べ
き
で
す
。

市
長　

学
識
経
験
者
や

市
民
の
代
表
者
か
ら
な
る
韮

崎
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
策
定
懇
話

会
で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
短
期
保

険
証
発
行
の
３
６
４
世
帯
の

う
ち
留
め
置
き
は
２
世
帯
で

し
た
が
、
２
０
１
４
年
は
短

期
保
険
証
発
行
３
３
１
世
帯

の
う
ち
留
め
置
き
が
１
４
７

世
帯
に
な
り
、
増
加
し
て
い

ま
す
。
２
０
１
６
年
で
は

54
・
７
％
、
半
数
以
上
が
留

は
、
病
院
長
の
現
場
管
理
者

と
し
て
の
適
格
性
に
つ
い
て

判
断
し
て
い
く
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。

　

保
育
園
再
編
整
備
計

画
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い

る
一
方
で
、
定
員
割
れ
の
保

育
園
も
あ
り
、
保
育
士
不
足

に
よ
る
影
響
と
思
わ
れ
ま
す
。

保
育
研
究
所
の
資
料
で
は
、

南
ア
ル
プ
ス
市
な
ど
で
定
員

数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
保

育
士
確
保
対
策
や
正
規
・
非

正
規
雇
用
の
処
遇
改
善
も
必

要
と
思
い
ま
す
。

市
長　

南
ア
ル
プ
ス
市

な
ど
の
定
員
増
加
は
、
同
市

内
の
私
立
幼
稚
園
な
ど
が
、

認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
全
国
的
に
認
定

こ
ど
も
園
へ
の
移
行
で
保
育

士
の
需
要
が
高
ま
り
、
公
立

保
育
所
の
保
育
士
確
保
は
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

本
市
は
、
園
児
数
に
対
す
る

保
育
士
の
配
置
基
準
は
満
た

し
て
い
ま
す
が
、
支
援
が
必

要
と
思
わ
れ
る
、
気
に
な
る

子
ど
も
な
ど
の
保
育
に
あ
た

る
加
配
保
育
士
は
、
人
材
派

遣
会
社
を
通
じ
て
確
保
し
て

い
き
ま
す
。

に
対
す
る
継
続
的
な
働
き
か

け
と
並
行
し
て
、
同
大
学
以

外
の
新
た
な
招
へ
い
先
の
検

討
を
進
め
、
早
期
で
の
確
保

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
立
病
院
の
現
場
管

理
者
に
あ
る
院
長
の
管
理
責

任
に
つ
い
て
。

市
長　

こ
れ
ま
で
病
院

長
か
ら
経
営
に
関
す
る
報
告

を
受
け
る
機
会
を
設
け
、
そ

の
都
度
、
患
者
数
減
少
に
伴

う
収
益
低
下
、
医
師
確
保
の

対
策
な
ど
、
現
場
管
理
者
と

し
て
の
考
え
を
た
だ
し
て
き

ま
し
た
が
、
経
営
状
況
が
悪

化
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
事

実
で
、
病
院
長
の
管
理
責
任

は
問
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

明
年
度
は
病
院
新
改
革
プ

ラ
ン
の
初
年
度
で
あ
り
、
経

常
収
支
の
早
期
黒
字
化
を
目

指
し
、
院
内
の
信
頼
関
係
を

整
え
、
職
員
一
丸
で
経
営
健

全
化
に
取
り
組
む
よ
う
強
く

指
示
し
、
改
善
に
対
し
て
の

成
果
・
結
果
を
病
院
長
に
求

め
て
い
く
考
え
で
す
。
そ
の

上
で
、
し
か
る
べ
き
時
期
に

め
置
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
の
短
期
保
険
証
は
全
て

１
カ
月
の
有
効
期
限
で
す
。

有
効
期
限
が
切
れ
、
市
役
所

の
窓
口
に
行
か
な
い
と
留
め

置
き
と
な
り
、
無
保
険
状
態

に
な
り
ま
す
。
２
０
０
９
年

12
月
16
日
に
厚
生
労
働
省
は

「
短
期
保
険
証
の
交
付
趣
旨

は
、（
中
略
）一
定
期
間
、
こ

れ
を
窓
口
に
留
保
す
る
こ
と

は
や
む
を
得
な
い
が
留
保
が

長
期
間
に
及
ぶ
こ
と
は
望
ま

し
く
な
い
」
と
通
達
し
て
い

ま
す
。
窓
口
に
来
な
い
場
合

は
、
訪
問
や
電
話
連
絡
等
で

状
況
を
確
認
し
、
や
む
を
得

な
い
場
合
は
、
短
期
保
険
証

を
交
付
し
て
無
保
険
状
態
を

無
く
す
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。

市
長　

様
々
な
接
触
の

機
会
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の

実
態
に
あ
っ
た
納
税
相
談
で

対
応
し
、
保
険
証
の
無
い
状

態
が
長
期
に
わ
た
ら
な
い
よ

う
、
更
に
納
税
相
談
等
の
周

知
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
な

お
、
や
む
を
得
な
い
と
判
断

し
た
場
合
は
、
現
在
も
短
期

保
険
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

その他質問

◆地域からの要望につ
いて
・県道甘利山公園線大
草町若尾地区交差点
から徳島堰までの拡
幅整備について
・県道甘利山公園線の
速度規制の表示につ
いて
・主要地方道茅野・北
杜・韮崎線（青坂）
の歩道設置について
◆韮崎市事務事業外部
評価委員会について

韮
崎
市
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
に
つ
い
て

地
域
密
着
型
介
護
老

人
福
祉
施
設
の
設
置

に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
韮
崎

市
立
病
院
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の
短

期
保
険
証
に
つ
い
て

保
育
に
か
か
わ
る
自

治
体
行
政
の
動
向
に

つ
い
て
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に
ら
さ
き

議
会
だ
よ
り

■
発

行
所

／
山
梨
県
韮
崎
市
議
会

　
〒

407-8501 山
梨

県
韮

崎
市

水
神

１
丁

目
3

番
1

号
　

TEL／
0

5
5

1
-2

2
-1

1
1

1
㈹

■
発

行
人

／
韮

崎
市

議
会

議
長

　
西

野
　

賢
一

■
編

集
／

韮
崎

市
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
■

印
刷

／
株

式
会

社
ア

ー
ト

プ
リ

ン
ト

第
1
7
2
号

平
成

2
9

年
5

月
2

5
日

編集後記
6月		 8日	 開会
	 	 	 諸報告
	 	 	 市長所信表明
	 	 	 議案審議
	 	19日	 一般質問
	 	20日	 一般質問
	 	21日	 議案審議
	 	 	 財務常任委員会
	 	 	 （議案審議終了後）
	 	 	 総務教育常任委員会（午後）
	 	22日	 市民生活常任委員会（午前）
	 	 	 産業建設常任委員会（午後）
	 	26日	 議案審議
	 	 	 委員会報告
	 	 	 閉会

６
月
定
例
会
日
程〈
予
定
〉

※上記日程は、定例会前の議会運営委員会に
おいて正式に決定されます。
※常任委員会の傍聴を希望する方は、開催日
の２日前まで（休日を除く）に申込手続き
が必要です。

※本会議は、インターネットでライブ中継・
録画中継を配信しています。

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ニ

コ
リ
」
の
地
下
に
オ
ー
プ
ン

し
た
青
少
年
育
成
プ
ラ
ザ

「
ミ
ア
キ
ス
」
で
、
中
・
高

生
が
自
主
的
に
活
動
し
て
き

た
中
で
の
「
中
・
高
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
報
告
会
が
２

月
下
旬
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
・
高
生
の
目
線
で
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
っ
た
活
性
化
策

な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
も
好
評
だ
っ
た
と

聞
き
ま
し
た
。
ま
た
先
日
、

県
内
高
校
２
、
３
年
生
を
対

象
に
将
来
の
暮
ら
し
や
進
路

の
希
望
を
尋
ね
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、「
将
来
山
梨
で
暮

ら
し
た
い
」
が
７
割
を
占
め

て
い
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
に
関

心
を
持
つ
若
者
が
増
え
て
き

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
子
育
て
支
援
の

充
実
な
ど
若
者
が
子
ど
も
を

安
心
し
て
産
み
、
育
て
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
将
来
多
く
の
若

者
が
ふ
る
さ
と
「
に
ら
さ

き
」
に
住
み
、
韮
崎
を
担
う

若
者
が
一
人
で
も
多
く
育
つ

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。　
　

　

 　
　
　
　

（
小
林
伸
吉
）

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

西
野　

賢
一

　

副
委
員
長　

田
原　

一
孝

　

委　
　

員　

小
林　

伸
吉

　
　

〃　
　

山
本　

雄
次

　
　

〃　
　

清
水　

康
雄

　
　

〃　
　

髙
添　

秀
明

　
　

〃　
　

宮
川　

文
憲

　今まで使用していた庁舎は、峡北地区消防
組合庁舎として昭和46年に建設されたもの
で、施設の老朽化が否めず、耐震の観点から
も新庁舎の建設が必要でした。新庁舎は今ま
での庁舎の東側に建設され、４月17日に竣
工式が行われました。
　新庁舎での業務は５月から順次開始されて
います。
　峡北広域行政事務組合は、昭和57年４月
１日に韮崎市を中核とした山梨県北西部の１
市７町３村をもって設立されました。現在は
市町村合併に伴い、韮崎市、北杜市、甲斐市
（旧双葉町、旧敷島町）の構成となっています。
　組合が共同処理する事務は、消防に関する
事務や、ごみ処理施設、総合福祉センター、
し尿処理施設の建設及び維持管理に関する事
務等があり、組合の議会には、本市議会から
６人、北杜市議会から10人、甲斐市議会か
ら４人の議員が各市議会で選挙され組合議員
になっています。

　なお、本市議会の組合議員は、輿石賢一議員、田原一孝議員、宮川文憲議員、守屋久議
員、浅川裕康議員、金井洋介議員です。

［トピック・ニュース］

旧庁舎（韮崎市本町四丁目９番48号）

新庁舎（韮崎市本町四丁目８番36号）

■ 峡北広域行政事務組合の新庁舎竣工式が行われました


